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平成２６年度若桜町歳入歳出決算･基金運用状況 

審査意見 

 

１ 審査の対象 

（１） 歳入歳出決算 

一般会計 

平成２６年度若桜町一般会計歳入歳出決算 

特別会計 

① 平成２６年度若桜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

② 平成２６年度若桜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

③ 平成２６年度若桜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

④ 平成２６年度若桜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

⑤ 平成２６年度若桜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

⑥ 平成２６年度若桜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

⑦ 平成２６年度若桜町赤松団地造成事業特別会計歳入歳出決算 

⑧ 平成２６年度若桜町財産区造林事業特別会計歳入歳出決算 

⑨ 平成２６年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算 

⑩ 平成２６年度若桜町索道事業特別会計歳入歳出決算 

 

（２） 上記決算に関する証書類、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書 

 

（３） 基金運用状況 

① 若桜町土地開発基金 

 

２ 審査の方法 

決算審査にあたっては、町長から提出された歳入歳出決算書、事項別明細書、実質収支に関する

調書及び財産に関する調書について、主に 

（１） 計数は正確か 

（２） 予算の執行が地方自治法第２条第１４項及び同条第１５項の規定に則った効率的な処理と

合理的な運営がなされているか 

（３） 会計経理事務は、関係法規に準拠し、適正に処理されているか 

（４） 財産の取得、管理及び処分は、適正に行われているか 

（５） 地方自治法第２４１条第５項の規定に基づく基金の運用状況は適正か 

を視点として、関係証書類等により照合精査するとともに、関係当局の説明を聴取し、併せて例月出

納検査・定期監査等の結果を勘案して慎重に審査した。 

なお、各会計の決算概要は別紙のとおりである。 

 

３ 審査の期間 

平成２７年８月２０日、２１日、２４日、２５日、２６日、２７日の ６日間 
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４ 審査結果の報告 

各会計歳入歳出決算書、事項別明細書及び実質収支に関する調書の計数と歳入歳出整理簿等関

係諸帳簿・証書類を照合した結果、すべての重要な点において適正に表示されているものと認めた。 

会計における残高は、預け入れ金融機関の預貯金残高等と符合しており、適正であると認めた。 

また、基金に関する調書の計数並びに土地開発基金の運用についても、適正であると認めた。 

 

５ 指摘事項 

例月出納検査、定期監査等も踏まえ指摘事項はなし。 

 

６ 留意、検討を要する事項 

事務事業の執行にあたり留意、検討を要する事項は次のとおりである。 

 

（１） 財政運営の指標について 

財政関係指標等の数値は次のとおりである。 

経常収支比率は８３.２％となり、前年度の８１.０％から２.２ポイント上昇し、やや財政が硬直化し

た。普通交付税の減少と公債費の増加が主な要因となっている。指針となる７５％に向けた改善

努力が望まれる。 

 

 

財 政 関 係 指 標 等 
（地方債、基金残高の単位：千円） 

区  分 
数      値 

平成２４年度末 平成２５年度末 平成２６年度末 

経 常 収 支 比 率 85.9% 81.0% 83.2%

実 質 公 債 費 比 率 ( 単 年 度 値 ) 10.7％ 7.5％ 6.0%

実 質 公 債 費 比 率 ( ３ 年 間 の 平 均 値 ) 10.6％ 9.3％ 8.0%

地 方 債 残 高 5,234,146 5,122,812 4,995,550
 

内 
 

訳 

一 般 会 計 3,085,054 3,133,454 3,170,423

簡 易 水 道 事 業 会 計 257,602 262,537 266,484

公 共 下 水 道 事 業 会 計 1,067,111 972,480 875,486

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 801,550 737,884 673,130

赤 松 団 地 造 成 事 業 会 計 22,829 16,457 10,027

基 金 残 高 1,973,370 2,218,588 2,188,661

 

（２） 物品について 

物品の管理台帳が整備不足で、現在残高の把握がなされていない。棚卸による在庫確認はもと

より、早急に関係法令の改正及びシステム対応等も含めた台帳を整備され、２７年度には、ぜひと

も適正な物品管理を行われたい。   
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（３） 各種税と使用料等の収入未済額の回収と管理について 

町税をはじめ各種税と使用料等の収納率は、現年度分はいずれも９９％以上で、滞納繰越分を

含めても９０％以上となっており、県内でも収納率はトップクラスである。 

また、収入未済額の処理において、全体としては滞納整理対策本部による特別徴収、滞納処分

及び不納欠損手続等を実施し、収納未済額は一般会計・特別会計とも減少している。ただし、公

共下水道使用料の滞納繰越分については未済額が増加している。引き続き、消滅時効等も考慮

して対応されるよう期待する。 

 

 

 

収入未済額明細 

（単位：千円） 

区 分 
平成２３年度末 

①  
平成２４年度末 

②  
平成２５年度末 

③  
平成２６年度末 

④ 
増減額 
④－③ 

町 民 税 653 788 530 484 △46

固 定 資 産 税 9,849 9,640 9,509 9,366 △143

軽 自 動 車 税 149 95 80 45 △35

農 業 費 分 担 金 0 65 0 0 0

保 育 料 253 133 0 0 0

農業用施設災害復旧費負担金 0 0 0 0 0

総 務 使 用 料 0 0 0 0 0

町 営 住 宅 等 使 用 料 18,269 17,296 16,843 16,731 △112

土 地 建 物 貸 付 収 入 3 831 1,231 0 △1,231

雑          入 0 0 296 12 △284

一般会計 合計 29,177 28,848 28,489 26,637 △1,852

国 民 健 康 保 険 税 16,446 15,842 14,838 13,403 △1,435

介 護 保 険 料 339 138 262 162 △100

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 △80 0 △1 △32 △31

簡 易 水 道 使 用 料 5,820 5,456 5,287 4,823 △464

下 水 道 負 担 金 1,236 945 958 759 △199

下 水 道 使 用 料 4,925 4,923 4,762 4,960 198

農 業 集 落 排 水 分 担 金 240 240 240 240 0

農 業 集 落 排 水 使 用 料 346 248 165 123 △42

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金 99,337 98,229 97,497 96,678 △819

特別会計 合計 128,609 126,021 124,008 121,116 △2,892

総 計 157,786 154,869 152,497 147,753 △4,744

※ 千円未満を四捨五入しているため、一般会計の合計額が合わない場合もあります。 

 

（４） 委託料について 

      塵芥処理事業及び公共下水終末処理場管理委託は、同一業者と相当期間の随意契約が継続

されている。２～３年に 1 回は契約の見直しを行い、複数業者からの見積書を徴する等、町民への



 

- 4 -

サービス向上、効率化及び経費の面からも、適正・妥当な業者選定を行われたい。 

 

（５） 特産品開発支援事業補助金について 

    特産品開発支援事業補助金については、算定基礎となる販売価格等の検証がなされずに支出

するなど、取り扱いがずさんとなっている。また、補助期間の限定や他の補助金との重複を極力

避けるなど、適正に運用されたい。 

 

（６） 振替済領収書について 

      各種税の口座振替が増加しているが、振替済領収書をまとめて発送するのではなく、領収確認

後速やかに納税者に送付されたい。 

 

（７） ホームページについて 

      若桜町の顔であるホームページの内容については、定期的に点検を行い、適時に更新を行わ

れたい。ホームページを活用し、魅力ある町の情報発信を期待する。 

 

  （８） 誘致企業の対応について 

      契約更新・変更等においては、相手企業の経営状況を十分に調査検証を行ったうえで対応さ 

    れたい。 

  

  （９） 指定管理制度の運用について 

      契約期日の管理、契約内容の検討はもとより、指定管理業者の募集・選定及び事業計画等の審 

    査についても、適正に運用をされたい。 

 

（10） 人事管理について 

      職員の教育や処分事案の再発防止策を徹底出来るような体制を整備されたい。 

   

 

７ まとめ 

平成２６年度一般会計の決算額は、歳入３４億４,５８５万円、歳出３２億５１６万円、差引残額２億４,０６９

万円で、繰越財源を控除した実質収支は１億９,２５９万円の黒字決算となっている。 

   また、特別会計（１０会計）の実質収支額では、介護保険事業が１,８９７万円の黒字決算、後期高齢者

医療が７千円の黒字決算、簡易水道事業が１５万円の黒字決算、索道事業が１２１万円の黒字決算、そ

の他の６事業は０円となっている。これは、赤松団地造成事業ほか３事業を除く６会計が一般会計から

繰り入れを受けた結果である。 

特に高齢化が進んでいる当町では、各種保険事業の給付額の増加が当面予測されることから、これ

を抑制する施策が必要と思われる。 

また、財政運営の判断指標数値は改善されつつあるが、税収が減少傾向になる中で水道施設の統

合や公営住宅の改修などのインフラ整備が計画されており、財政的には決して余裕があるとはいえな

い。限られた財源のなかで、合理的且つ効果的な行政運営が行われるよう期待している。 
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別 紙 

平 成 ２６年 度 各 会 計 決 算 概 要 

 

１ 一般会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  ３,４４５,８４６,７２７円で予算現額に対する割合は９２.５％ 

歳出総額  ３,２０５,１５６,１２９円で予算現額に対する割合は８６.０％ 

歳入歳出差引    ２４０,６９０,５９８円 

うち  ４８,０９８,９０９円（２０.０％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額     １９２,５９１,６８９円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入 

済額との比較 

③ －① 

収納率

③／②

円 

3,726,969,301 

円 

3,472,721,884 

    円

3,445,846,727

       円

238,436  

円

26,636,721

 円 

△281,122,574 

％

99.2

うち 前年度繰越事業費 

繰越財源充当額 

 

50,620,301 円 

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

         円 

3,726,969,301 

        円 

3,205,156,129 

円

  284,845,341

          円

236,967,831

             円 

521,813,172 

％

86.0

※ 上記不用額の総額は、昨年度繰越事業費 50,620,301 円にかかる不用額を含む。 

 

事業繰越（繰越明許費）の内訳                                   （単位：円） 

款 項 事  業  名 金  額 翌年度繰越額 

2 総務費 １総務管理費 総合戦略策定事業 5,516,000 5,516,000

  カリヤ工事 5,000,000 1,974,623

移住相談員設置事業 5,841,000 5,841,000

３民生費 １社会福祉費 福祉灯油助成事業 3,705,000 3,705,000

三世代居住支援事業 6,300,000 6,300,000

２児童福祉費 子育て支援世代間交流センター設

計事業 

4,000,000 4,000,000

多子世帯応援商品券支給事業 520,000 520,000

保育料無料化事業 8,200,000 8,200,000
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5 農林水産業費  １農業費 有害鳥獣対策事業 2,711,000 2,711,000

2 林業費 木材加工流通施設整備事業 29,367,000 26,666,667

木質バイオマス資源活用事業 124,050,000 72,564,200

森林整備促進集落応援事業 3,000,000 3,000,000

林業専用道開設事業 25,000,000 14,203,880

６商工費 １商工費 プレミアム商品券発行、新規創業・開

業促進奨励金、小規模住宅改良事業 

14,200,000 12,500,000

外国人観光客誘致促進事業 10,320,000 10,320,000

氷ノ山集客促進事業 1,448,000 1,448,000

7 土木費 

  

１土木管理費 若桜駅周辺公園整備測量事業 5,300,000 5,300,000

国道４８２号トンネル残土処分地測量

事業 

5,643,000 5,643,000

2 道路橋りょう費 

  

町道補修事業 5,407,000 3,072,100

吉川村中2 号線改良事業 45,825,000 27,028,000

糸白見2 号・４号線法面改良事業 32,352,465 32,352,465

屋堂羅１号・４号線法面改良事業 24,542,406 24,542,406

西ノ平橋補修事業 6,534,000 3,924,000

９教育費 ８保健体育費 日本グラウンド・ゴルフ協会コース認

定事業 
107,000 57,000

合       計 374,888,871 281,389,341

 

 

事業繰越（事故繰越し）の内訳                                   （単位：円） 

款 項 事  業  名 金  額 翌年度繰越額 

8 消防費 １消防費 災害対策事業 3,456,000 3,456,000

    

合       計 3,456,000 3,456,000
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  近３ヵ年間の予算の執行状況は下表のとおりである。 

 

一般会計 科目別歳入の状況                           （単位：額は千円、構成比は％） 

区    分 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

決算額 構成比 決算額 構成比 予算額 決算額 構成比

町 税 247,279 7.5 244,906 6.6 239,358 240,416 7.0 

地 方 譲 与 税 23,814 0.7 22,631 0.6 22,553 21,523 0.6 

利 子 割 交 付 金 866 0.0 856 0.0 853 754 0.0 

配 当 割 交 付 金 480 0.0 1,132 0.0 2,328 1,849 0.0 

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 99 0.0 1,187 0.0 828 958 0.0 

地方消費税交付金 29,901 0.9 29,647 0.8 37,382 37,382 1.1 

自動車取得税交付金 5,738 0.2 5,557 0.2 3,370 3,370 0.1 

地 方 特 例 交 付 金 317 0.0 275 0.0 321 321 0.0 

地 方 交 付 税 1,902,483 57.9 1,922,803 51.9 1,889,340 1,889,340 54.8 

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 

分担金及び負担金 19,022 0.6 18,967 0.5 11,656 9,723 0.3 

使用料及び手数料 36,009 1.1 35,754 1.0 37,859 35,718 1.0 

国 庫 支 出 金 157,118 4.8 403,268 10.9 320,903 193,322 5.6 

県 支 出 金 355,987 10.8 387,520 10.5 427,715 337,256 9.8 

財 産 収 入 17,468 0.5 28,121 0.8 15,739 16,478 0.5 

寄 付 金 7,333 0.2 9,021 0.2 30,484 30,252 0.9 

繰 入 金 56,825 1.7 8,165 0.2 78,838 76,283 2.2 

繰 越 金 153,152 4.7 202,568 5.5 170,581 170,581 5.0 

諸 収 入 50,546 1.5 57,006 1.5 58,230 60,589 1.8 

町   債 224,292 6.8 322,854 8.7 378,631 319,731 9.3 

合  計 3,288,729 100.0 3,702,238 100.0 3,726,969 3,445,847 100.0 

※ 千円未満を四捨五入しているため、合計額が合わない場合があります。 
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一般会計 科目別歳出の状況                       （単位：額は千円、構成比は％） 

区    分 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

決算額 構成比 決算額 構成比 予算額 決算額 構成比

議 会 費 64,076 2.0 60,451 1.7 61,773 60,189 1.9 

総 務 費 601,611 19.5 732,420 20.7 567,512 526,671 16.4 

民 生 費 679,567 22.0 709,690 20.1 830,452 736,065 23.0 

衛 生 費 159,248 5.2 177,859 5.0 185,378 174,881 5.5 

農 林 水 産 業 費 305,051 9.9 444,004 12.6 545,863 389,824 12.2 

商 工 費 114,818 3.7 138,038 3.9 236,262 190,240 5.9 

土 木 費 285,896 9.3 292,558 8.3 491,801 363,085 11.3 

消 防 費 100,305 3.3 124,945 3.5 103,795 97,822 3.1 

教 育 費 314,849 10.2 537,003 15.2 379,766 346,096 10.8 

災 害 復 旧 費 64,854 2.1 726 0.0 900 541 0.0 

公 債 費 395,887 12.8 313,961 8.9 323,039 319,743 10.0 

予   備   費 0 0.0 0 0.0 428 0 0.0 

合  計 3,086,161 100.0 3,531,656 100.0 3,726,969 3,205,156 100.0 

※ 千円未満を四捨五入しているため、合計額が合わない場合があります。 

 

 

 

２ 国民健康保険事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  ４７６,７９２,２６５円で予算現額に対する割合は９９.２％ 

             （内 一般会計繰入金 ３５,６４３,７７５円） 

歳出総額  ４７６,７９２,２６５円で予算現額に対する割合は９９.２％ 

歳入歳出差引          ０円 

うち        ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額          ０円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

480,652,000 

円 

491,219,631 

円

476,792,265

円

1,024,156

円

13,403,210

円 

△3,859,735 

％

97.1
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歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率 

②／① 

円 

480,652,000 

         円 

476,792,265 

円

0

           円

3,859,735

円 

3,859,735 

％

99.2

 

 

３ 介護保険事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  ５４０,９４１,９４９円で予算現額に対する割合は９９.５％ 

         （内 一般会計繰入金 ７４,９１４,６５１円・基金繰入金 1,９０１,０３７） 

歳出総額  ５２１,９７６,４９６円で予算現額に対する割合は９６.０％ 

歳入歳出差引    １８,９６５,４５３円 

うち        ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額      １８,９６５,４５３円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④ 

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

543,506,000 

円 

541,120,428 

円

540,941,949

円

16,000

円

162,479

円 

△2,564,051 

％

99.9

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

円 

543,506,000 

円 

521,976,496 

 円

0

円

21,529,504

             円 

21,529,504 

％

96.0

 

 

 

４ 後期高齢者医療特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ５２,２２３,１０９円で予算現額に対する割合は９７.８％ 

           （内 一般会計繰入金 ２１,２９８,１０９円） 

歳出総額   ５２,２１６,４０９円で予算現額に対する割合は９７.８％ 

歳入歳出差引        ６,７００円 

うち        ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額         ６,７００円 
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歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

53,401,000 

円 

52,191,409 

円

52,223,109

円

0

円

△31,700

円 

△1,177,891 

％

100.1

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

           円 

53,401,000 

          円 

52,216,409 

           円

0

          円

1,184,591

            円 

1,184,591 

％

97.8

 

 

 

５ 簡易水道事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額    １０８,１７５,３７９円で予算現額に対する割合は８９.９％ 

            （内 一般会計繰入金 ３７,３９３,５２７円・基金繰入金 １,２４２,２１６円） 

歳出総額     １０８,０２７,８６０円で予算現額に対する割合は８９.７％ 

歳入歳出差引        １４７,５１９円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額          １４７,５１９円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額 

②－③－④

予算現額と収入 

済 額 との比 較 

③－① 

収納率

③／②

円 

120,382,000 

        円 

112,998,732 

        円 

108,175,379

       円

0

      円

4,823,353

           円 

△12,206,621 

％

95.7

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率 

②／① 

           円 

120,382,000 

         円 

 108,027,860 

          円

  0

          円

12,354,140

            円 

  12,354,140 

％

89.7
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６ 公共下水道事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   １７２,２６１,４９５円で予算現額に対する割合は９７.５％ 

           （内 一般会計繰入金 １２８,０５０,９４４円） 

歳出総額   １７２,２６１,４９５円で予算現額に対する割合は９７.５％ 

歳入歳出差引            ０円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額              ０円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

176,636,000 

       円 

177,981,010 

       円

172,261,495

        円

0

        円

5,719,515

         円 

△4,374,505 

％

96.8

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

         円 

176,636,000 

          円 

172,261,495 

          円

0

          円

4,374,505

             円 

4,374,505 

％

97.5

 

 

 

７ 農業集落排水事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ９０,０５１,０８９円で予算現額に対する割合は９8.６％ 

          （内 一般会計繰入金 ８０,４８２,０１０円） 

歳出総額   ９０,０５１,０８９円で予算現額に対する割合は９８.６％ 

歳入歳出差引           ０円 

うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額             ０円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

9１,369,000 

       円 

90,413,599 

       円

90,051,089

     円

0

      円

362,510

          円 

△1,317,911 

％

99.6
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歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

           円 

 91,369,000 

           円 

90,051,089 

          円

0

          円

1,317,911

            円 

1,317,911 

％

98.6

 

 

 

８ 赤松団地造成事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額    １６,０３６,２００円で予算現額に対する割合は９９.９％ 

歳出総額    １６,０３６,２００円で予算現額に対する割合は９９.９％ 

歳入歳出差引           ０円 

うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額             ０円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

16,038,000 

       円 

16,036,200 

       円

16,036,200

        円

 0

        円

0

            円 

△1,800 

％

100.0

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

           円 

16,038,000 

         円 

16,036,200 

           円

0

          円

1,800

円 

1,800 

％

99.9

 

 

 

９ 財産区造林事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額    １,９６９,７２０円で予算現額に対する割合は２６.２％ 

歳出総額    １,９６９,７２０円で予算現額に対する割合は２６.２％ 

歳入歳出差引           ０円 

          うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額           ０円 

 



 

- 13 -

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

7,532,000 

円 

1,969,720 

円

1,969,720

円

0

円

0

円 

  △5,562,280 

％

100.0

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

円 

7,532,000 

          円 

1,969,720 

円

5,561,000

          円

1,280

             円 

5,562,280 

％

26.2

 

 

 

１０ 住宅新築資金等貸付事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額    ９１９,０５０円で予算現額に対する割合は５１.１％ 

             （内 基金繰入金 1６,３６２,０００） 

歳出総額    ９１９,０５０円で予算現額に対する割合は５１.１％ 

歳入歳出差引          ０円 

うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額           ０円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額

④ 

収入未済額

②－③－④

予算現額と収入 

済額との比較 

③－① 

収納率

③／②

円 

1,800,000 

円 

 97,597,087 

円

919,050

円

0

円

 96,678,037

円 

△880,950 

％

0.9

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

          円 

1,800,000 

          円 

919,050 

円

0

          円

880,950

円 

880,950 

％

51.1
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１１ 索道事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額    ３３,４５８,３８２円で予算現額に対する割合は８９.８％ 

歳出総額    ３２,２４６,４２０円で予算現額に対する割合は８６.５％ 

歳入歳出差引      １,２１１,９６２円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額        １,２１１,９６２円 

 

歳  入 

予算現額 

① 

調 定 額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入 

済 額 との比 較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

37,263,000 

円 

 33,458,382 

円

33,458,382

円

0

円

 0

円 

△3,804,618 

％

100.0

 

歳  出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不 用 額 

①－②－③ 

予算現額と支出 

済額との比較 

①－② 

執行率

②／①

          円 

37,263,000 

           円 

32,246,420 

円

0

          円

5,016,580

円 

5,016,580 

％

86.5

 

 


